2012年度第１回業務研究会報告

そのとき私たちができたこと

　　　　　―東北大学附属図書館が遭遇した東日本大震災―

小陳　左和子

　　　　　　　　　　　　（一橋大学学術情報課長、

前東北大学附属図書館情報サービス課長）

１．はじめに

講師の小陳氏は、2009年から３年間東北大学附属図書館で情報サービス課長を務められ、2011年3月に東日本大震災に遭われてから異動になるまでの１年間、現場で図書館の復旧に向けた取り組みに尽力された。

東北大学附属図書館は、本館、４つの分館、14の学部や研究所の図書室から成り立っており、同じ大学内でも建物によって被害が異なったが、本講演では当時小陳氏が勤めておられた本館についてお話をいただいた。

２．図書館の立地、施設

東北大学は宮城県仙台市に所在している。宮城県は元々地震の多い地域だが、その中でも東日本大震災は“1000年に一度”の災害であるというフレーズをニュースで耳にした方も多いのではないだろうか。実はこの“1000年に一度”、専門家の研究で“400年に一度では？”と見直され始めている。1000年というと遠く感じても、400年というと自分の家族に関係してくるのではと思う方もいるのではないだろうか。

大震災では沿岸から４kmくらいまで津波が押し寄せたが、海岸から15km離れていた東北大学は津波の被害を免れた。

　東北大学附属図書館本館は１号館と２号館から構成されている。１号館は昭和48年に開館した施設で、地下２階分の書庫、地上２階分の閲覧室、事務室等から成る。書庫に入庫する際に利用証を預けることになっているので、現在書庫を利用している人数をカウンターで把握できるようになっている。２号館は平成２年に開館した地上４階建ての施設で、主に製本雑誌を配架している。

2008年に補正予算が認められ、FRPブロック耐震壁の設置を始めとした耐震補強工事を行っている。

３．3.11当日の状況

14時46分に地震が発生、全館停電して非常灯のみになった。後に行ったサービス担当職員に対する震災当日の状況のヒアリングでは、閲覧室にいた職員が咄嗟の判断で「机の下に入ってください」「落ち着いてください」などの指示を出していたことがわかった。また後日その場に居合わせた利用者から「ギリギリ冷静でいられたのはあの人のおかげ」という感謝の言葉がTwitterで発信されたことが紹介された。緊急事態に際して大切なのは、スタッフが“いかに冷静でいられるか”または“冷静を装えるか”である。

14時49分頃に揺れが収まり、埃や粉塵によりもやがかかったようになっていた館内の各フロアの状況を職員で手分けして確認した。大半の利用者は職員の避難誘導の指示に従ったが、中には椅子に座ったまま動かない人、判断に迷い右往左往する人、腰が抜けたように動けなくなり職員が支えないと歩けなくなった人などもいた。

　１号館の正面玄関前の広場を避難場所とし、利用者と職員をあわせて二百数十人が集合した。避難の際、カウンター担当の係長が拡声器２台、懐中電灯、手回し充電式のラジオ、救急箱を両手に抱えて持ち出した。震災前はそれぞれバラバラに置いていたが、「持ち出しにくい」との教訓から、震災後は大きな持ち出し袋に入れてカウンター下に置くことにした。

利用者の中には荷物をもたないまま避難した者も大勢いたが、そのまま荷物を取りに全員が建物に入ると緊急時に入口で事故が起きる可能性もあったため、拡声器を使って避難前に居た館内のエリアごとに利用者をグループ分けし、グループごとに職員の先導のもと荷物を取りに行くことになった。

非常灯が一時間しかもたないので、その前に持ち主不明のものを含めて荷物を全て回収し、再度館内が無人になったことを確認してから図書館を出た。

　この時点で15時45分となり、まだ明るかったので、広場に残っていた利用者に帰宅を促したが、不安な面持ちでなかなか帰ろうとしない者も多かった。

　職員は土日を挟み翌月曜にできるかぎり出勤することとし、解散した。

４．図書館の被害状況

　図書館本館において人的被害は出なかった。しかし、施設としては壁・窓・書架など至るところが損壊したほか、全体の約半分である約87万冊の蔵書が落下し、一部の資料が破損した。場所により落下の度合いが違ったが、天井すれすれの７段架に配架していた製本雑誌の落下が一番ひどく、約９割が落下した。

　また、書架の大半は天つなぎなどの対策をしていたが、固定していなかったところは特に被害を受けており、マイクロキャビネットは横倒しになり、貴重書も中にガラスが入り込んだり、修理が必要になったりしたものが多かった。洋装本と和装本を比べると、洋装本の方が重いこともあり落下しやすく、落下した時の破損も大きいことがわかった。その後破損したキャビネットを買い替え、壁に固定しガラスに飛散防止フィルムを貼る対策を取った。

５．復旧作業の経過

　地震直後よりライフラインや公共交通機関が停止しており、仙台では交通の要と言える車に必要なガソリンの入手も困難という状況が続く中、土日を挟んだ３月14日に出勤できたのは職員の約半数であった。14日から15日にかけては、薄暗い中で作業を行うと二次災害の危険があったため、午前のみの勤務とした。14日は館内の被害状況の調査・撮影をした。15日には学内建築物の応急危険度判定が行われ、建物の入口に危険度を示す紙が貼られた。本館はＯＫの白い紙であった。同じ図書館でも医学分館は要注意を示す黄色い紙で、立入り禁止を示す赤い紙は図書館の施設での該当はなかった。また、15日の午後には電気も復旧した。そのため翌日から館内での整理作業をエリア別に優先順位をつけて開始することを決め、利用が多く何かあっても逃げやすい閲覧室から作業を着手することにした。

　16日に始まった１号館学生閲覧室の図書整理作業は29日に終了し、それ以降は順次地下書庫や２号館の製本雑誌の整理などに取りかかる事にした。

3月31日からは、東北大学の学生によるボランティア組織“HARU”が本館と北青葉山分館での復旧作業に参加することになり、6月9日までの47日間に述べ1000名が作業に参加した。ボランティアに参加した学生に図書館の復旧作業に参加した動機を聞いたところ、「いつも自分が使っている図書館が一日も早く開館してほしいから」、「自分たちが使う図書館を復旧するのは自分たちだと思ったから」などの声が聞かれた。

　4月に入る頃にはガソリンも入手しやすくなり、コンビニなどの店舗も再開した。「街の中心部は大分復旧してきた」と思っていた矢先の4月7日、震度６弱の余震があり、作業を進めていた閲覧室の図書が５万冊ほど再落下した。さすがに落胆を隠せなかったが、作業にも慣れていたところだったので、翌日一日で整理・配架を終えた。

　余震による図書の更なる落下を防止するため、紐張りや本を奥に引っ込めるなどの対策を取った。体感としては、奥に引っ込める方が効果はあったと感じた。紐張りは使いにくかったので数ヵ月で外した。

　震災から一ヵ月後の４月11日に一ヶ月ぶりにエントランスホールのみ開室した。

　そして４月25日からは１号館（地下書庫を除く）の開館にこぎつけた。

５月９日からは通常より二時間の短縮ながら時間外の開館を開始した。学生アルバイトのみだと不安なので常勤の職員が一名待機することになった。幸い大きな余震は発生しなかった。

翌週から一部立ち入り禁止スペースを設けたものの、地下書庫を含めた１号館及び２号館を開館した。

利用者に対しては、サービスを停止している時に、「今どういう状況か」「いつごろがサービスの復旧の目処か」という情報を随時示していくことがとても大事だと感じた。休館中でも状況を説明するポスターを作って玄関に貼り出したり、ＷＥＢやツイッターで情報を発信したりすることはできる。情報を発信するときには、特に写真を用いることが効果的だと感じた。施設を閉鎖していると、利用者からは状況が見えなくなる。自分の使う図書館がどうなっているのか、いつ開くのか知りたいという声に応えることは重要である。

6月1日からは通常時間での開館に切り替えた。時間外開館は震災前と同じ、非常勤のみの体制に戻した。緊急連絡先の確認など、マニュアルを整備し、今後はアルバイト学生も参加する夜間の訓練を検討している。

６月２日から３日にかけては専門家によるマイクロ資料の調査・整理が行われた。これは震災翌日に岡本真氏（アカデミック・リソース・ガイド株式会社代表取締役）が立ち上げたsaveMLAKの仲介によるものである。立ち上げ当初から東北大学も被害状況などの書き込みをしていたが、現在置かれている状況を発信するからこそ、そしてそれを受け止める人がいるからこそ成り立つ支援であると感じた。

６月14日は図書館創立百周年記念日でイベントを実施した。メッセージカードに図書館へのメッセージを書き込むと引き換えにクリアファイルを進呈するという企画で、515枚のメッセージをいただいた。

東北大は元々利用者からの投書が多く、年間で250件くらいの投書がある。建設的な意見や励ましの言葉のほかにクレームも多いが、図書館側のスタンスを示すいい機会として一件一件真摯に答えていた。そういう日頃から築き上げている利用者との関係性が、ボランティアにたくさんの学生が参加してくれたという形で結実した要因の一つではないかと考えている。

７月15日には避難訓練が行われ、これまでは年1回だったが、今後は年４回実施することとした。

10月31日にはHARUの作業が再開、壊れた本の簡単な補修などをお願いした。

第３次補正予算が成立してからは急ピッチで施設・設備の修繕や損壊什器の買替、破損資料の修復が進み、現在も通常サービスの傍らで復旧工事・作業を続行中で、すべて終わるのが2012年の12月の予定である。

６．各地からの支援

今回の震災では図書館のネットワークや人との繋がりのありがたさを実感した。公式非公式問わず、米・使い捨てカイロなどの物的支援や様々な励ましの言葉があった。

学生ボランティアは基本無償だが、集まってくれる学生に何かお礼をしたいということで自由に持ち帰れる食料を置くことにしたので、全国の知人からの差し入れの申し出には学生へのお礼のお菓子をリクエストした。届いたお菓子には大学名を貼り、学生には図書館がネットワークで繋がっていることをアピールした。

４月頃に他大学の図書館より人的支援の申し出があったが、迷った末にお断りした。来ていただくならおもてなしが必要なのではないかと考えたからだ。振り返って考えると、今でも見学を受け付けているし、情報も発信しているが、今と震災当時では状況も違うので、「今その場」を見てもらうことで何か違ったのではないかと思うことはある。

７．災害に対する備えを考える

被害当日、図書館において人的被害がなかったのは常勤職員が勤務している日中時間帯だったことなど、様々な要因が重なったからだと思う。

我々が一番守らなければならないのは利用者であり、人的被害を出さないことが一番である。

そのためにまず必要なことは、建物の専門家によるチェックや、書架の転倒防止など、施設面での対策である。

今回の地震で、他の図書館では、固定していたはずなのに書架が倒れた事例があった。転倒の理由としては、①壁が弱い、②ビスが短い、③書架と壁の揺れ方が違うため壁に止めない方が良い場合がある、などが挙げられる。

また、本の落下防止も大事だが、本が落下しなかったために本を抱き込んだまま書架が転倒する例もあった。本が落ちるよりも書架が転倒する方が復旧作業を大変にする。このことは専門家の間でも議論の真っ最中であり、その成果が製品に活かされることが期待される。

次に、防災用品の備えも大事である。拡声器・懐中電灯・ラジオは当日然り、その後の復旧作業でもすごく役立った。停電になると館内放送が使えないので、拡声器は特にあちこちで必要になった。震災後は壁掛け型のメガホンを何箇所かに設置してもらった。ヘルメットは職員全員に配付されていて、いつでも使用できるように机の上などに置くことになっており、防災訓練でも着用する習慣になっていたので、当日も違和感無く使うことができた。

水や非常食は図書館では備えていなかった。避難所に指定されていないと、情報や物資が届かない。しかし、状況によっては図書館で一夜を明かさなければならなくなるので、その点は判断に迷うところである。

避難訓練を行う上でも、館内の非常口の場所、停電したときの出口までの経路、非常灯の位置などを確認しておくべきである。その上で、夜間や休日、また閉館時など、場面ごとに訓練が必要である。

また、訓練・マニュアルは基本だが、今回の震災ではスタッフ一人一人のその場での咄嗟の判断がいかに大事かということを思い知らされた。自分を振り返って考えても、２日前の３月９日に地震が起こった時に、その後の行動を頭の中で順序だてて考えたことが、3.11当日の行動に活かされたと感じている。

このことは決して組織の上層部だけが考える問題ではなく、日頃から「もしここで何かあったらどう対処するか」というイメージトレーニングを職員一人一人が繰り返すことが大事である。

一つとして同じ条件の図書館はないので、立地条件、職員の居住地、図書館の大学内での位置、非常時に設置される大学本部との距離、建物の構造、非常口の位置、利用者の属性（学外利用者が利用しているか、人数は多いか）、非常勤の職員のみの開館時間があるか、無人開館をしている時間があるか、などの点について、それぞれの事情を鑑みながら対策を考慮していく必要性がある。

８．まとめ

『大学図書館研究』誌への投稿に向けて報告記事を執筆していた時のこと、筆が止まってしまい締め切りを守ることができなかった。そこで初めて震災による精神的なダメージが思ったよりも大きかったことに気付かされた。録りためた震災関連のテレビ番組もまだ見る気になれない。現地ではまだ何も終わっていないが、それでも我々には毎日図書館に来てくれる利用者がいるし、いざとなったらきっとまた学生が助けに来てくれるに違いないと思う気持ちもある。そういう人々のために前に進んで行きたいし、利用者をちゃんと守れるようにしっかりと備えていきたい。私たちの体験が皆さんの参考になり、これからの防災・減災に繋がれば幸いであるという話で講演は締めくくられた。

本講演は北海道地区私立大学図書館協議会業務研究会としては異例の、国公立大学を含む20大学44名の参加があり、各大学の関心の高さが伺われた。

講師の小陳氏には貴重だが、辛い体験をお話いただくことになった。講演を聴いて“決して他人事ではない”との思いを新たにされた参加者の方も多いと思う。本講演に参加して得た示唆を、各館の防災の取り組みに活用していただければ幸いである。
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